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「そんなつもりはない」は、通じません。
相手が不快に感じたら、それは「ハラスメント」になる恐れがあります。
ハラスメントとは何かを認識することが、最も有効な防止策です。

重要なことは、相手の人格を尊重すること、多様性を認めること、異文化を理解する姿勢です。

ロータリーは、地域社会のリーダー的メンバーによって構成されている。

このため、常に高い道徳性と法的責任を超えた社会的責任が求められている

ロータリーにおける
ハラスメントへの理解

ロータリー米山記念奨学会 奨学事業ハンドブック 2023-24年度

1989年セクシャル・ハラスメント 日本初のセクハラを争点とした裁判

2001年パワー・ハラスメント （株）クレオ・シー・キューブによって和声英語「パワハラ」提唱

男女雇用機会均等法

労働施策総合推進法
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RID2660地区行事・セミナーでの
ハラスメント防止のための方針

① 未成年者が参加する宿泊を伴う青少年プログラムにおいては同行ロータリアンの飲酒を禁止する。

② ロータリー主催のプログラムであることを自覚し、地区委員・参加ロータリアンが積極的に事業
へ関わる必要性を、改めて強く認識するように促す。

③ 地区へ出向する人の選定、選出に関し、クラブへ②の必要性を理解し協力できる人の推薦を依頼
する。

④ 研修旅行などにおける同行ロータリアンの義務や注意すべきこと等を、毎年、確認するとともに、
危機が生じた際の対応を見直し、周知徹底する。

（2023年度より）
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各クラブからの
地区委員候補者選考方法

地区委員候補者の選出条件

• クラブの瑕疵なき正会員
• ホームクラブの例会および行事や事業に積極的に出席している者
• 委嘱された地区委員の職務を、熱意をもって遂行する意思と能力を有する者
• 将来のリーダーとして有望な者
• 出向歴が継続、非継続にかかわらず10年を越えない者
• ロータリアンの行動規範を遵守できる者
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ハラスメント事案が起こったら

米山奨学事業におけるハラスメント事案は、発生後速やかに、地区米山奨学委員会と地区危機管理委員会に報告

地区米山奨学委員会と地区危機管理委員会が協働で対応

1.個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。

2.他者に公平に接し、敬意をもって接すること。これには、他者を尊重する言葉を使う、サポートを示す、温かく迎え入れるインクルーシブな
環境を助長する、多様性を重んじるという「ロータリーの多様性・公平さ・インクルージョン（DEI）の行動規範」を遵守することが含まれる。

3.ロータリーを通じて自分の職業スキルを生かし、地域社会や世界のほかの地域の人びとの生活の質を高める。

4.ロータリーやほかのロータリー会員の評判を落とすような言動は避ける。

5.ロータリー関連行事のすべての行動規範に従う。 （2023年4月理事会会合、決定114号）

ロータリアンの行動規範
全会員（ロータリアンおよびローターアクター）には以下のことが求められる：

「対応しない」、「隠蔽する」は最も危険なことであり、絶対に許されない

青少年プログラムにおけるハラスメント事案は、発生後速やかに地区危機管理委員長に報告
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2024-25年度

RID2660 青少年のためのハラスメント相談窓口
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